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誰もが「ただいま」といえる家

・古材の引き渡し：
　本みんか建設用にいただいていた古材を工務店さんに引き渡し
しました。解体するには立派な家でしたが、やむを得ず取り壊す
という話を聞き、「みんか」のお話したところ、建具なども含めそ
のほとんどをいただけることになったものです。3 年間保管してい
た材が、やっと、大工さんの手にわたり、新しい家の一部として
使用されます。解体から古材の運搬など延べ100人以上が関わっ
てくれました。「みんか」という家づくりは、たくさんのご縁があり、
物語があります。

・地鎮祭：
　7 月 29 日 晴天の下、「みんか」建設に向けた地鎮祭を行いま
した。みんかに関わっていただいている倉掛設計事務所、トポス
デザイン、北原工務店、ちくご川コミュニティ財団、みんか理事、
黒川地区の地元の方にもご参加いただきました。代表のあいさつ
では、ここまでに至る方々の思いや期待、そして、どこかで「みんか」
という居場所を求めている若者の力になれるよう、改めて決意を
述べさせていただきました。良縁に恵まれたからこそのみんか、
これから始まる工事が楽しみです。

児童養護施設退所者ならびに生活困窮にある若者の自立支援の居場所づくり

みんなの家みんかのお便り

NO.8

酷暑が続きますがこの夏も様々な活動に取り組んでいます！

仮みんかでのサポート活動

みんか建設工事が着工しました

Sくん生活再建に向けて
　4月に出会った Sくんが、以降、何度か、みんかに帰ってきていました。いろいろ話をする中で、一人で抱える課題が多く、生活
再建のため6月下旬から、みんかでの生活を始めました。慣れない環境の中、まずは体調を整えることに専念していました。7月中
旬には、自ら仕事探しを始めました。どんな仕事がいいのか話を聞きながら、比較的自分のペースで働ける場所をいくつか提案す
ると、早速自身で面接をうけ、仕事がきまり、働き始めました。環境が変わることにより、あれこれ悩みはあるものの、都度、相談
を受けながら、継続して頑張っています。仕事や関わる人が増えたことで、本人の表情も明るくなり、最近では次のステップについ
て考えているようです。

2022 年度 社員総会を実施しました
　法人設立後、最初の総会をみんかで実施しました。2022 年度の状況を振り
返り、決算報告並びに、2023 年度の計画、課題などについて協議しました。
2024 年度からの運営について、事業基盤づくりといった課題を抱えつつも、一
つひとつの実績が積みあがっていることは確認できました。引き続き、事業継
続可能な体制を整えていきます。



編集後記　
　欲しいものがあります。パーマンが持っていたおでこをこっつんするコピー
ロボット。地域・仕事・ボランティアなど、毎日、やることがたくさんあって
分身が欲しいのです ( 笑 )。
　一人でできることは限られています。できることから一つひとつ頑張ろう。
同志との出会いを待っています。

MAP  アクセス

一般社団法人 みんなの家みんか
代表理事：師岡 知弘
住所：838-0072   福岡県朝倉市黒川1762-2
TEL:090-9705-4406
Email：info@37minka.com
HP: https://37minka.com

みんかでの生活
・御願立て:五穀豊穣を願う集落行事の一つです。集
落の皆さんと神社と山の神様にお供えし、お参りをし
ます。その後、お供えしたものをみんなで頂きます。
・一斉清掃 :小雨の降る中、集落の皆さんと一緒に担
当区域のゴミ拾いを行いました。S くんも参加して 1
時間ほどの作業を行いました。
・デイキャンプ :認定 NPO わたしと僕の夢の依頼で、
自然の中でデイキャンプを行いました。街中で生活す
る高校生は、初めての羽釜ご飯やカレーづくり、河原
で水遊びと、自然を満喫してくれたようです。
・杉の葉摘み :通常は山に置き去りにされる杉の葉を
納品しています。約 80㎏を二日間かかってみんなで
作業します。作業は、一人よりみんなとやった方が楽
しいです。
・ご近所さんとBBQ:夏の夜といえば、BBQ に花火。
星空の下、ゆっくり過ごす時間はとてもリフレッシュで
きます。
・田植え :みんかで食べるお米は、仲間と一緒に栽培
しています。親子体験も兼ねて、一部を手植えして、
秋の収穫まで除草したりしながら育てていきます。こ
れも楽しみの一つ。
・味噌づくり :大豆をカマドで茹で上げて、ご近所さ
んが作ってくれた麹とまぜまぜ、3 家族分、30㎏以上
を仕込みました。てまひまを楽しむこと、これもみん
かスタイル
・こんぶ :生こんぶを分けていただきましたので、羽
釜でゆでて、ゆで汁・こんぶをご近所さんと分けまし
た。みんかのある集落は、みんなで分ける習慣が残っ
ています。
お互いさまで、ありがとう。

休眠預金等活用事業

←　公式Twitter
こちらから

公式LINE
こちらから　→

お友達追加してね！

↑HPはこちら


